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（令和６年）

第583号

日
本
機
械
工
具
工
業
会
（
会
長
�
松
本
克
洋
氏
、
不
二
越
執
行
役
員
工
具
事
業
部
長
）
は
10
月
23
日
、

2
0
2
4
年
度
の
秋
季
総
会
を
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
）
で
開
催
し
、
正
会
員

お
よ
び
賛
助
会
員
、
来
賓
、
事
務
局
ら
80
社
1
3
2
人
が
出
席
し
た
。

初
め
に
、
業
務
都
合
に

よ
り
急
遽
欠
席
と
な
っ
た

松
本
会
長
の
あ
い
さ
つ

を
、
不
二
越
新
基
幹
シ
ス

テ
ム
推
進
部
の
浦
本
武
志

副
部
長
が
代
読
し
、
同
工

業
会
の
今
年
度
4
〜
8
月

ま
で
の
生
産
額
が
、
月
平

均
で
約
3
8
6
億
円
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
今
年
前

半
は
、
半
導
体
関
連
企
業

を
中
心
に
景
気
が
上
向
い

て
き
た
と
の

情
報
も
あ
っ

た
が
、
工
具

メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
は
そ

の
景
気
上
昇

の
恩
恵
を
受

け
て
い
な
い

状
況
下
に
あ

り
、「
こ
の
ま

ま
進
む
と
単

純
計
算
で
、

2
0
2
4
年
度
生
産
額
は

約
4
千
6
3
0
億
円
に
留

ま
り
、
6
月
の
当
初
見
込

み
4
千
9
5
0
億
円
（
対

前
年
同
期
比
6
・
7
％

増
）
に
届
か
な
い
。
こ
の

た
め
、
遺
憾
な
が
ら
改
訂

生
産
額
見
通
し
を
4
千
7

0
3
億
円
（
同
1
・
3
％

増
）と
し
た
」と
述
べ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局

産
業
機
械
課
の
川
内
拓
行

課
長
補
佐
が
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席

し
、
令
和
7
年
度
経
産
省

関
係
合
計
の
概
算
要
求
額

で
あ
る
2
兆
3
千
5
9
6

億
円
の
計
上
に
つ
い
て
、

機
械
工
具
に
関
連
の
あ
る

『
中
堅
・
中
小
企
業
の
賃

上
げ
に
向
け
た
省
力
化
等

の
大
規
模
成
長
投
資
補
助

金
の
要
求
額
20
億
円
（
新

規
）
』
、
『
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
未
来
志
向
型
共
創

等
事
業
の
要
求
額
35
億
円

（
新
規
）
』
、
『
成
長
型

中
小
企
業
等
研
究
開
発
支

援
事
業
の
要
求
額
1
4
2

億
円
』
、
『
Ｇ
Ｘ
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
支
援
事

業
の
要
求
額
7
7
7
億

円
』
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
目
的
や
概
要
、

事
業
ス
キ
ー
ム
（
対
象

者
、
対
象
行
為
、
補
助
率

等
）
、
成
果
目
標
・
事
業

期
間
な
ど
直
近
の
施
策
を

説
明
し
、
「
今
後
も
中
小

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
」
と
強
調
し
た
。

次
い
で
、
佐
橋
稔
之
副

会
長
（
住
友
電
気
工
業
常

務
）
の
議
長
の
も
と
、
議

事
・
報
告
事
項
に
進
ん

だ
。2

0
2
4
年
度
『
日
本

機
械
工
具
工
業
会
賞
』
で

は
、
『
業
界
功
労
賞
』
を

ア
ラ
イ
ド
マ
テ
リ
ア
ル
会

長
の
牛
島
望
氏
（
元
・
住

友
電
気
工
業
副
社
長
）
が

受
賞
。
『
技
術
功
績
賞
』

は
住
友
電
工
ハ
ー
ド
メ
タ

ル
、
タ
ン
ガ
ロ
イ
、
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
7
社
9

件
が
、
『
技
術
奨
励
賞
』

は
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
が
、

『
環
境
賞
』
は
大
賞
と
特

別
賞
各
2
社
が
受
賞
し

た
。
な
お
『
技
術
功
績
大

賞
』
は
今
回
該
当
製
品
が

な
か
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
牛
島

氏
は
、
同
工
業
会
（
旧
・

超
硬
工
具
協
会
含
む
）
で

の
経
歴
や
当
時
の
運
営
諸

施
策
、
主
な
出
来
事
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
こ

れ
か
ら
も
厳
し
い
大
変
な

時
代
だ
と
思
う
が
、
Ｊ
Ｔ

Ａ
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

出
席
者
各
位
の
健
勝
を
祈

念
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。そ

の
ほ
か
、
委
員
会
報

告
で
は
、
〈
総
務
〉
〈
技

術
〉
〈
環
境
〉
〈
国
際
〉

の
各
員
会
の
委
員
長
が
、

2
0
2
4
年
度
の
活
動
内

容
や
今
後
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
発
表
。

ま
た
講
演
会
で
は
、
元

シ
ャ
ー
プ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

社
長
の
磯
貝
富
夫
氏
が

�
最
近
の
イ
ン
ド
事
情
と

イ
ン
ド
と
の
付
き
合
い
方

10
ヶ
条
Ｄ
�
ｏ
ｓ
＆
Ｄ
ｏ

ｎ
�
ｔ
ｓ
�
と
題
し
て
、

人
口
14
億
人
を
超
え
る
イ

ン
ド
の
市
場
規
模
や
日
系

企
業
の
イ
ン
ド
で
の
最
近

の
動
き
、
日
本
と
イ
ン
ド

と
の
違
い
等
に
つ
い
て
、

約
2
時
間
に
わ
た
り
説

き
、
「
郷
に
入
っ
て
は
郷

に
従
え
」
と
締
め
た
。

小
憩
後
の
懇
親
会
で

は
、
寺
島
誠
人
副
会
長

（
東
鋼
社
長
）
が
乾
杯
発

声
の
音
頭
を
と
り
、
中
締

め
で
は
、
佐
橋
副
会
長
の

威
勢
良
い
三
本
締
め
で
散

会
し
た
。

な
お
翌
日
は
、
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
の
牧
野
フ
ラ

イ
ス
精
機
、
牧
野
フ
ラ
イ

ス
製
作
所
の
工
場
見
学
会

を
実
施
し
た
。

日
東
工
器
（
東
京
都
大

田
区
仲
池
上
、
社
長
�
小

形
明
誠
氏
）
は
、
今
年
3

月
に
行
わ
れ
た
取
締
役
会

で
イ
ン
ド
に
現
地
法
人

（
以
下
新
会
社
）
を
設
立

す
る
こ
と
を
決
議
し
、
こ

の
ほ
ど
新
会
社
の
設
立
手

続
き
が
完
了
し
た
。

同
社
グ
ル
ー
プ
は
イ
ン

ド
を
成
長
著
し
い
有
望
市

場
と
し
て
捉
え
、
2
0
1

5
年
に
駐
在
員
事
務
所
を

開
設
し
、
市
場
情
報
を
収

集
し
て
き
た
。
そ
の
中

で
、
国
を
挙
げ
て
製
造
業

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
自
動
車
、
空

調
、
医
療
等
、
同
社
が
強

み
を
発
揮
で
き
る
業
界
の

更
な
る
拡
大
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
成
長
市
場
イ
ン

ド
に
お
け
る
、
よ
り
主
体

的
な
取
り
組
み
を
行
い
、

更
な
る
事
業
拡
大
を
す
る

た
め
現
地
法
人
を
設
立
す

る
に
至
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
ド

市
場
に
お
け
る
製
品
販

売
、
シ
ェ
ア
を
高
め
る
活

動
に
拍
車
が
か
か
る
。
新

会
社
の
名
称
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｉ

Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｄ
」
。
設
立
日
は
2
0
2

4
年
9
月
10
日
で
、
営
業

開
始
は
12
月
上
旬
予
定
し

て
い
る
。
代
表
取
締
役
社

長
に
は
、田
窪
浩
氏(

同
社

東
南
ア
ジ
ア
Ｒ
Ｈ
Ｑ
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

が
就

任
。
資
本
金
は
日
本
円
で

約
4
・
2
億
円
（
日
東
工

器
99
・
9
％
、
栃
木
日
東

工
器
0
・
1
％
出
資
）
。

な
お
所
在
地
は
、Un

it

N
o
.605,6

th
F
lo
o

r,G
lo
b
al
F
o
y
e
r
M

all,
O
ffice

B
lo
ck
,

G
o
lf
C
o
u
rse
R
o
a

d,G
u
ru
g
ram
-1220

02,H
ary
an
a,In
d
ia

T
el

�+
91
-
124
-

403
-9600

一
般
社
団
法
人
日
本
金

型
工
業
会
（
会
長
�
山
中

雅
仁
氏
、
ヤ
マ
ナ
カ
ゴ
ー

キ
ン
）
は
、
第
51
回
『
金

型
の
日
』
記
念
式
典
を
11

月
25
日
、
東
京
都
目
黒
区

の
ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京
に

お
い
て
開
催
し
、
永
年
勤

続
優
良
従
業
員
及
び
業
界

功
労
者
の
表
彰
を
行
っ

た
。金

型
の
日
は
同
工
業
会

が
設
立
さ
れ
た
11
月
25
日

（
1
9
5
7
年
）
と
定

め
、
毎
年
記

念
式
典
を
開

催
し
て
い

る
。今

回
の
永

年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰

は
、
東
部
支
部
72
名
、
中

部
支
部
37
名
、
西
部
支
部

9
名
の
合
計
1
1
8
名
。

開
会
に
際
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
山
中
会
長
は
、
企

業
の
成
長
、
金
型
業
界
の

発
展
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
し
た
被
表
彰
者
ら
に
、

感
謝
と
労
い
の
言
葉
を
掛

け
、
ま
た
「
金
型
業
界

は
、
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

魅
力
あ
る
業
種
と
し
て
持

続
可
能
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
産
業
界
に
あ
っ

て
、
社
会
課
題
を
解
決
で

き
る
ツ
ー
ル
を
提
供
で
き

る
存
在
と
し
て
金
型
技
術

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
作

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
潮

流
は
金
型
産
業
の
成
長
に

は
、
間
違
い
な
く
追
い
風

に
な
る
」
旨
述
べ
た
。

表
彰
は
こ
の
ほ
か
、
退

任
の
理
事
・
監
事
、
令
和

6
年
度
叙
勲
・
褒
章
受
章

者
（
旭
日
単
光
章
�
聖
徳

ゼ
ロ
テ
ッ
ク
�
古
賀
鉄
夫

氏
）
、
同
卓
越
し
た
技
能

者
（
ク
ラ
イ
ム
・
ワ
ー
ク

ス
�
及
川
光
宏
氏
）
、
同

職
業
能
力
開
発
関
係
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
（
エ
ム
エ

ス
製
作
所
�
江
口
博
保

氏
）
に
及
ん
だ
。

引
き
続
き
来
賓
の
経
済

産
業
省
製
造
産
業
局
素
形

材
産
業
室
室
長
星
野
昌
志

氏
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。ま

た
、
第
2
部
の
基
調

講
演
は
、
同
工
業
会
学
術

顧
間
の
横
田
悦
二
郎
氏
が

講
師
と
な
り
、
『
経
済
安

保
の
基
は
金
型
に
あ
り
！

〜
国
民
の
生
命
を
維
持
す

る
必
需
品
生
産
金
型
は
国

内
自
綸
せ
よ
！
〜
』
を
テ

ー
マ
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

大
統
領
就
任
に
よ
る
世
界

情
勢
の
動
き
な
ど
に
つ
い

て
説
き
、
金
型
産
業
の
将

来
に
つ
い
て
「
経
済
安
全

保
障
の
要
は
金
型
に
あ

り
」
と
強
調
し
た
。

な
お
、
こ
の
あ
と
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
っ
た
。

日東工器日本金型工業会 日 本 機 械
工具工業会業

界
功
労
賞
に
牛
島
望
氏

イ
ン
ド
に
新
会
社
を
設
立

魅
力
あ
る
金
型
業
界
持
続

神
奈
川・大
磯
で
秋
季
総
会

日
本
機
械
工
具
工
業
会
賞
を
発
表

金
型
の
日

販
売
強
化
、シ
ェ
ア
拡
大
へ

生
産
額

見
通
し

あいさつする
山中雅仁会長

業界功労賞を受賞した牛島 望氏
（アライドマテリアル会長） 4

千
700
億
円
に
下
方
修
正

優
良
従
業
員
ら
を
表
彰

名
古
屋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

工
業
展
2
0
2
4(

主
催

�
中
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

連
合
会
、
（
一
社
）
中
部

日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

工
業
協
会
、
日
刊
工
業
新

聞
社)

が
11
月
20
日
〜
22

日
の
3
日
間
、
名
古
屋
市

港
区
金
城
埠
頭
の
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
さ

れ
、
会
期
中
1
万
7
千
名

が
来
場
し
た
。

今
展
は
�
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
創
る
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
未
来
へ
。
�
を
テ
ー

マ
に
、
出
展
企
業
1
9
1

企
業
・
団
体
、
4
8
0
小

間
の
開
催
規
模
で
行
わ

れ
、
中
部
地
区
で
最
大
規

模
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業

の
専
門
展
示
会
と
し
て
、

持
続
可
能
な
循
環
社
会
に

対
応
す
る
素
材
と
製
品

や
、
そ
れ
を
生
み
出
す
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対

応
し
た
、
高
機
能
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
機

械
、
製
造
技
術
な
ど
幅
広

く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

ま
た
、
併
催
事
業
と
し

て
特
別
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
出
展
者
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
な

ど
の
多
彩
な
企
画
に
も
関

心
が
高
ま
っ
た
。

次
回
は
2
0
2
7
年
に

規
模
を
拡
大
し
、
新
第
一

展
示
館
に
て
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
、
今

回
初
日
に
行

わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
代

表
三
者
が
あ
い
さ
つ
し
、

中
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
連

合
会
勝
山
正
昭
会
長
は

「
戦
後
、
日
本
の
復
興
と

共
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業

は
発
展
し
て
き
た
。
展
示

会
は
愛
知
県
で
は
、
丸
栄

百
貨
店
で
開
催
し
た
の
が

初
め
て
で
開
催
規
模
を
こ

こ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
。

今
後
も
当
業
界
の
発
展
に

傾
注
し
て
行
く
」
。

日
刊
工
業
新
聞
社
井
水

治
博
社
長
は
「
1
9
6
3

年
に
初
開
催
。
中
部
地
区

唯
一
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

専
門
展
示
会
と
し
て
成
長

し
て
き
た
」
と
展
示
会
の

経
緯
に
触
れ
、
「
今
展
で

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
に

関
わ
る
最
新
技
術
を
結

集
、
展
示
紹
介
と
並
行
し

て
特
別
講
演
会
を
開
催
。

ま
た
、
企
画
展
示
で
は
環

境
省
の
協
力
を
得
て
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
展
開
す
る
。

引
き
続
き
産
業
技
術
の
発

展
に
寄
与
す
る
」
と
姿
勢

を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
中
部
経

済
産
業
局
寺
村
英
信
局
長

は
「
当
展
は
中
部
地
域
で

開
催
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
特
化
し
た
展
示
会

で
、
地
域
経
済
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
分
野
の
モ
ノ

づ
く
り
を
支
え
る
材
料
と

し
て
期
待
は
大
き
い
」
と

述
べ
、
さ
ら
に
「
産
業
局

と
し
て
も
支
援
策
を
施

し
、
地
域
産
業
の
活
性
化

に
臨
ん
で
行
く
」
と
述
べ

た
。

盛
況
、1
万
7
千
名
が
来
場

名
古
屋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
展

専
門
展
の
優
位
性
高
評
価

式典及び表彰式会場

連合会会長
勝山正昭氏

日本機械工具工業会２０２４年度秋季総会

日
本
Ａ
Ｍ
協
会(

会
長

�
永
安
悟
氏
、
立
花
エ
レ

テ
ッ
ク)

は
11
月
1
日
よ

り
、
大
阪
市
福
島
区
に
事

務
所
を
移
転
し
た
。
移
転

先
の
住
所
、
連
絡
先
は
次

の
通
り
。

▽
〒
5
5
3
�
0
0
0

3
大
阪
市
福
島
区
福
島
5

�
6
�
16
、
ラ
ク
ザ
大
阪

2
階
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
�
0
5
0

（
6
8
8
）
2
1
7
3
、

E
-m
ail

�saw
ak
o
s

h
i@
jsam

.o
r.jp

日
本
Ａ
Ｍ
協
会

事
務
所
を
移
転

名古屋プラスチック工業展2024オープニング
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東
陽
（
本
社
�
刈
谷
市

中
山
町
、
社
長
�
羽
賀
威

一
郎
氏
）
は
、
1
月
16

（
木
）
・
17
日
（
金
）
の

2
日
間
、
刈
谷
市
相
生
町

の
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
・
あ
い
お
い
ホ
ー
ル

を
会
場
に
『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
2
0
2

5
』
を
開
催
す
る
。

ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
は
例

年
3
月
に
開
催
し
て
き
た

が
、
来
場
者
か
ら
の
声
を

受
け
て
、
今
回
よ
り
1
月

開
催
に
変
更
し
た
。

2
0
2
5
年
は
同
社
の

創
立
70
周
年
の
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
に
当
た
り
、

今
回
の
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

は
「
70
周
年
に
感
謝
を
込

め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未

来
を
創
造
し
よ
う
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

開
催
さ
れ
る
。
同
シ
ョ
ー

の
出
展
は
80
社
の
予
定

で
、
省
エ
ネ
・
環
境
製

品
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
、
切

削
工
具
、
加
工
シ
ス
テ

ム
、
工
作
機
器
、
測
定
工

具
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
や
、
自
動
化
・

省
力
化
に
向
け
た
最
新
技

術
・
新
製
品
が
一
堂
に
出

揃
う
。

こ
の
ほ
か
、
東
陽
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し

た
最
適
ツ
ー
ル
、
効
率
的

な
熱
処
理
工
法
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
環
境
改
善
機
器
な
ど
を

提
案
す
る
。

ま
た
会
期
中
は
、
セ
ミ

ナ
ー
・
メ
ー
カ
ー
技
術
講

習
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

す
る
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
1
月
16
日
（
14
�
00

〜
15
�
30
）
�
〔
独
自
調

査
〕
「
中
韓
越
台
泰
米
仏

日
本
に
伝
わ
ら
な
い
最

新
Ｅ
Ｖ
事
情
」
。
講
師
�

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
―
Ｔ
代
表
取
締

役
・
埼
玉
工
業
大
学
客
員

教
授
高
原
忠
良
氏
。

▽
1
月
17
日
（
14
�
00

〜
15
�
30
）
�
「
Ｅ
Ｖ
へ

の
シ
フ
ト
と
生
産
効
率
の

革
新
〜
テ
ス
ラ
、
ト
ヨ

タ
、
ホ
ン
ダ
の
戦
略
」
。

講
師
�
淑
徳
大
学
経
営
学

部
教
授
雨
宮
寛
二
氏
。

【
メ
ー
カ
ー
講
習
会
】

▽
1
月
16
日
（
11
�
00

〜
12
�
00
）
�
「
分
か
り

易
い
タ
ッ
プ
入
門
基
礎
講

習
（
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
）
。

（
13
�
00
〜
14
�
00
）
�

「
近
未
来
の
自
動
化
ラ
イ

ン
を
支
え
る
Ｔ
Ｈ
Ｋ
最
新

製
品
の
ご
紹
介
」
（
Ｔ
Ｈ

Ｋ
）
。

▽
1
月
17
日
（
11
�
00

〜
12
�
00
）
�
「
空
気
圧

機
器
の
基
礎
講
習
」
（
Ｓ

Ｍ
Ｃ
）
。
（
13
�
00
〜
14

�
00
）
�
「
人
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
製
品
の
活
用
事

例
ご
紹
介
」
（
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
）
。

な
お
、
来
場
に
つ
い
て

は
事
前
登
録
制
。
詳
細
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
（
本
社

�
名
古
屋
市
瑞
穂
区
苗
代

町
、
社
長
�
池
田
和
史

氏
）
は
、
刈
谷
工
場
（
愛

知
県
刈
谷
市
）
に
お
い
て

2
0
2
3
年
度
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

し
、
第
三
者
機
関
で
あ
る

Ｂ
Ｓ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ

ン
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

1
4

0
6
8
�
1
�
2
0
2
3

の
検
証
を
完
了
し
た
。

な
お
、
ブ
ラ
ザ
ー
グ
ル

ー
プ
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

1

4
0
6
8
�
1
�
2
0
2

3
規
格
に
準
拠
し
た
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

り
、
日
本
国
内
の
製
造
業

に
お
い
て
も
初
の
実
現
と

な
っ
た
。

刈
谷
工
場
は
ブ
ラ
ザ
ー

工
業
の
日
本
国
内
最
大
の

生
産
拠
点
で
あ
り
、
工
作

機
械
や
ガ
ー
メ
ン
ト
プ
リ

ン
タ
ー
を
中
心
に
開
発
・

製
造
な
ど
の
業
務
を
担
っ

て
い
る
。
同
工
場
で
は
、

自
社
敷
地
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
て
い
る

他
、
工
場
で
使
用
す
る
電

力
の
削
減
な
ど
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
取
り
組
み
を
幅
広
く

行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
敷
地
内
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の

増
設
や
、
長
野
県
内
か
ら

オ
フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
通

じ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
調
達
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

ま
た
同
社
で
は
、
2
0

3
0
年
度
に
向
け
た
ブ
ラ

ザ
ー
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン

『
Ａ
ｔ

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ

ｓ

ｉ
ｄ
ｅ

2
0
3
0
』
に

お
い
て
、
�
あ
り
続
け
た

い
姿
�
と
し
て
、
〔
世
界

中
の
《
あ
な
た
》
の
生
産

性
と
創
造
性
を
す
ぐ
そ
ば

で
支
え
、
社
会
の
発
展
と

地
球
の
未
来
に
貢
献
す

る
〕
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。さ

ら
に
、
環
境
目
標

『
ブ
ラ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
』

で
は
、
2
0
5
0
年
度
に

あ
ら
ゆ
る
事
業
活
動
に
お

け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
と
、
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
Ｃ
Ｏ

2
排
出
最
小
化
を
目
指
し

て
お
り
、
今
後
も
目
標
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
と
し

て
い
る
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
・
加

工
品
事
業
カ
ン
パ
ニ
ー

（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

内
、
執
行
役
常
務

加
工

事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
�
小
原
和
生
氏
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ

ク
長
�
菅
晴
稔
氏
）
は
、

最
先
端
の
技
術
を
結
集
さ

せ
た
「
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

（
ダ
イ
ヤ
エ
ッ
ジ
）
」
ブ

ラ
ン
ド
製
品
の
拡
販
イ
ベ

ン
ト
『
豊
削
ま
つ
り
2
0

2
4
』
を
11
月
26
日
、
ヒ

ル
ト
ン
名
古
屋
で
開
催
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

販
売
特
約
店
か
ら
セ
ー
ル

ス
72
名
、
ま
た
販
売
代
理

店
か
ら
22
名
が
出
席
。
2

0
2
4
年
上
期
に
優
秀
な

販
売
実
績
を
残
し
た
セ
ー

ル
ス
を
対
象
に
、
表
彰
は

7
項
目
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
国
内
営
業

部
藤
林
佳
之

本
部
長
か
ら

表
彰
を
受
け

た
。連

続
受
賞

し
た
セ
ー
ル
ス
に
は
一
層

敬
意
が
表
さ
れ
、
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
届
か
な

か
っ
た
上
位
ク
ラ
ス
の
セ

ー
ル
ス
ら
は
「
来
年
こ
そ

は
」
と
い
う
闘
志
が
感
じ

ら
れ
た
。

一
方
、
会
社
の
取
り
組

み
、
営
業
戦
略
、
商
品
戦

略
に
つ
い
て
現
状
を
発
表

し
、
セ
ー
ル
ス
の
販
売
活

動
を
後
押
し
す
る
姿
勢
を

明
確
に
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
中
で
藤
林

本
部
長
は
、
「
4
月
か
ら

新
体
制
で
営
業
を
展
開
し

て
お
り
、
景
気
回
復
は
予

測
よ
り
遅
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で

の
当
社
ブ
ー
ス
へ
の
訪
問

者
は
前
回
の
1
・
3
倍
と

な
り
、
手
応
え
を
感
じ

た
。
上
昇
期
に
備
え
て
準

備
を
整
え
て
行
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

国
内
営
業
部
萩
谷
英
史

部
長
は
、
流
通
受
注
実
績

に
つ
い
て
「
24
年
度
上
期

は
前
年
度
を
1
0
0
と
し

た
場
合
に
1
0
6
（
中
部

は
1
1
0
）
、
下
期
は
1

0
8
と
予
測
し
て
い
る
」

と
し
、
引
き
続
き
注
力
製

品
（
イ
ン
サ
ー
ト
、
ド
リ

ル
、
Ｃ
Ｂ
Ｎ
、
エ
ン
ド
ミ

ル
）
の
受
注
状
況
に
つ
い

て
述
べ
た
。

24
年
度
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
は
�
売
り
勝
つ
�

を
掲
げ
、
新
規
顧
客
・
新

規
案
件
の
獲
得
に
傾
注
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
講
習
会

の
開
催
（
2
0
2
5
年
度

は
2
0
0
回
計
画
）
、
小

物
高
精
度
部
品
加
工
用
工

具
の
拡
販
、
溝
入
れ
突
っ

切
り
旋
削
工
具
の
販
売
強

化
（
突
っ
切
り
大
作

戦
）
、
搭
載
工
具
受
注
獲

得
体
制
の
確
立
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

次
い
で
、
エ
ン
ド
ミ
ル

講
習
会
と
し
て
「
チ
ッ
プ

ブ
レ
ー
カ
エ
ン
ド
ミ
ル

Ｖ
Ｑ
Ｊ
Ｃ
Ｓ
・
Ｖ
Ｑ
Ｌ
Ｃ

Ｓ
」
、
「
バ
レ
ル
エ
ン
ド

ミ
ル
Ｖ
Ｑ
Ｔ
6
Ｕ
Ｒ
」
、

「
ヘ
ッ
ド
交
換
式
エ
ン
ド

ミ
ル

Ｉ
Ｍ
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
の
説
明
が
あ
り
、
最

後
に
『
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
（
12
月
1
日
ス
タ
ー

ト
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な

説
明
で
、
取
り
組
み
へ
の

意
欲
が
高
め
ら
れ
た
。
な

お
、
セ
ー
ル
は
2
0
2
5

年
3
月
31
日
ま
で
が
期

間
。こ

の
後
会
場
を
移
し
懇

親
会
が
開
か
れ
、
抽
選
会

も
行
わ
れ
盛
り
上
が
る
中

親
睦
を
深
め
閉
会
し
た
。

三菱マテリアル ブラザー工業 東 陽

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
表
彰

刈
谷
工
場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
6
8
に

準
拠
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

刈
谷
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で

拡
販
イ

ベ
ン
ト
『
豊
削
ま
つ
り
』開
催

藤林佳之本部長 １
月
16・17
日
の
2
日
間

刈谷工場に設置された太陽光発電設備

ミ
ツ
ト
ヨ
（
本
社
�
川

崎
市
高
津
区
坂
戸
）
は
、

現
場
で
の
使
い
や
す
さ
を

追
求
し
た
小
型
表
面
粗
さ

測
定
機
サ
ー

フ
テ
ス
ト

『
Ｓ
Ｊ
―
2

2
0
』
の
販

売
を
開
始
し

た
。Ｓ

Ｊ
―
2

2
0
は
、
実

績
あ
る
Ｓ
Ｊ

―
2
1
0
シ

リ
ー
ズ
を

「
使
え
る
・
つ
な
が
る
・

広
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
操
作
性
と
機
能
を
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
、
11
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
に
も
出
展
。
国
内
で
は

来
年
1
月
6
日
よ
り
受
注

を
開
始
す
る
。

現
場
で
の
使
い
や
す
さ

に
加
え
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

搭
載
で
直
観
的
な
操
作
性

を
実
現
。
内
蔵
バ
ッ
テ
リ

ー
に
よ
り
、
電
源
の
取
れ

な
い
環
境
で
の
測
定
可
能

で
、
満
充
電
で
約
1
千
回

使
用
で
き
る
ほ
か
、
測
定

機
器
ワ
イ
ヤ
レ
ス
送
受
信

ユ
ニ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
ケ
ー
ブ
ル
レ
ス
・

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
作
業
を

可
能
と
し
た
。
オ
プ
シ
ョ

ン
品
の
接
続
で
ス
マ
ホ
・

Ｐ
Ｃ
と
の
双
方
向
通
信
に

よ
り
、
測
定
業
務
の
更
な

る
効
率
化
を
実
現
す
る
。

さ
ら
に
は
、
①
従
来
の

規
格
に
加
え
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
2

1
9
2
0
に
対
応
②
専
用

ア
プ
リ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

で
検
査
成
績
書
の
作
成
が

可
能
で
、
測
定
デ
ー
タ
管

理
を
サ
ポ
ー
ト
③
海
外
で

も
す
ぐ
に
使
え
る
25
言
語

に
対
応
、
等
の
特
長
を
備

え
る
。

【
問
合
わ
せ
先
】
本
社

0
4
4
（
8
1
3
）
8
2

0
1

ミツトヨ

使
い
易
い
小
型
表
面
粗
さ
測
定
機

サ
ー
フ
テ
ス
ト

豊削まつり2024

京
セ
ラ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ツ
ー
ル
ズ
（
広
島
県

福
山
市
松
浜
町
）
は
、
果

樹
農
家
や
造
園
業
な
ど
樹

木
の
剪
定
に
関
わ
る
プ
ロ

ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
、
軽
快

な
切
れ
味
と
取
り
回
し
や

す
い
軽
量
ボ
デ
ィ
で
枝
剪

定
作
業
の
省
力
化
が
図
れ

る
充
電
式
剪
定
ば
さ
み

『
Ｄ
Ｓ
Ｈ
ｌ
ｌ
20
Ｌ
2
』

を
こ
の
ほ
ど
発
売
し
た
。

果
樹
農
業
に
お
け
る
手

ば
さ
み
を
使
っ
た
整
枝
剪

定
作
業
は
、
果
物
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ

る
が
、
作
業
量
が
多
い
た

め
に
腕
や
手
首
を
痛
め
る

な
ど
、
身
体
へ
大
き
な
負

担
が
か
か
る
。

ま
た
、
造
園
業
に
お
い

て
も
、
堅
い
枯
れ
枝
の
剪

定
や
、
切
り
落
と
し
た
枝

の
量
を
減
ら
す
切
断
作
業

は
、
大
き
な
負
担
と
な
り

悩
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
。『

Ｄ
Ｓ
Ｈ
1
1
20
Ｌ

2
』
は
、
ク
ラ
ス
最
速
レ

ベ
ル
の
刃
の
開
閉
ス
ピ
ー

ド
で
、
素
早
く
軽
快
に
樹

木
の
枝
を
剪
定
で
き
る
商

品
。
刃
の
動
き
は
ス
イ
ッ

チ
（
ト
リ
ガ
ー
）
と
連
動

し
て
い
る
た
め
、
手
ば
さ

み
の
感
覚
で
ス
ム
ー
ズ
な

開
閉
が
で
き
、
電
動
化
へ

の
移
行
も
違
和
感
が
な

い
。ま

た
、
切
り
た
い
枝
の

太
さ
に
合
わ
せ
て
、
刃
の

開
口
幅
を
18
㎜
と
25
㎜
の

2
段
階
に
設
定
で
き
る
た

め
、
作
業
性
が
向
上
す

る
。
作
業
量
は
、
1
回
の

フ
ル
充
電
で
約
2
千
2
0

0
カ
ッ
ト
の
切
断
が
可
能

で
、
電
池
の
残
量
は
本
体

上
部
の
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

さ
れ
る
。
本
体
の
質
量
は

9
0
0
ｇ
と
軽
量
で
、
長

時
間
の
作
業
時
に
も
手
首

や
腕
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
。【

仕
様
】

▽
最
大
切
断
枝
系
�
25

㎜
▽
電
源
（
電
圧
／
容

量
）
�
10
�
8
Ｖ
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
／
2
5
0
0
ｍ

Ａ
ｈ
▽
本
体
寸
法
（
長
さ

×
幅
×
高
さ
）
�
2
7
2

×
65
×
99
㎜
。

な
お
、
希
望
小
売
価
格
は

8
万
5
千
5
0
0
円
（
税

別
）
。

【
問
合
せ

先
】
お
客
さ

ま
サ
ポ
ー
ト

�
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
0
5
7

0
�
6
6
6

�
7
8
7

充電式剪定ばさみを発売
サーフテスト『ＳＪ―220』 Ｓ

Ｊ
�
2
2
0
発
売

京セラインダストリアルツールズ

軽量でクラス最速の開閉スピード

充電式剪定ばさみ『ＤＳＨｌｌ20Ｌ2』
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イ
ス
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン

（
大
阪
府
豊
中
市
新
千
里

東
町
、
代
表
取
締
役
�
岡

田
一
成
氏
）
は
11
月
1

日
、
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
京
都
府

精
華
町
）
に
て
、
『
切
削

加
工
の
新
た
な
常
識
を
作

り
出
す
最
新
ト
レ
ン
ド
と

は
？
』
を
テ
ー
マ
に
新
製

品
発
表
会
を
開
催
し
た
。

今
回
発
表
し
た
高
能
率

・
高
生
産
性
を
実
現
す
る

最
先
端
工
具
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
」
（
ロ
ジ
ク

イ
ッ
ク
）
シ
リ
ー
ズ
は
、

2
0
2
1
年
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｑ
」
（
ネ
オ
ロ

ジ
ッ
ク
）
シ
リ
ー
ズ
以
来

と
な
る
新
製
品
で
あ
り
、

リ
ア
ル
で
の
新
製
品
発
表

会
と
し
て
は
、
2
0
1
8

年
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｑ
」

（
ロ
ジ
ッ
ク
）
シ
リ
ー
ズ

以
来
6
年
ぶ
り
と
な
る
。

全
国
各
地
か
ら
約
1
千
名

が
参
加
し
た
。

冒
頭
挨
拶
で
岡
田
代
表

は
、
「
イ
ス
カ
ル
と
い
え

ば
�
新
製
品
�
総
合
切
削

工
具
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
お
客
様
の
加
工

用
途
に
対
応
す
る
革
新
的

な
工
具
を
一
挙
に
公
開
す

る
。
最
先
端
の
工
具
の
使

用
に
よ
り
、
製
造
現
場
の

生
産
性
・
収
益
性
向
上
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
だ
」

と
挨
拶
し
た
。

続
け
て
Ｉ
Ｍ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
の
会
長

Ｊ
ａ
ｃ
ｏ
ｂ

Ｈ
ａ
ｒ
ｐ
ａ
ｚ
氏
よ
り

同
時
通
訳
を
交
え
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
常
に
変
化
す
る
市
場

の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

だ
、
製
造
現
場
に
お
け
る

生
産
性
向
上
を
実
現
す
る

約
40
種
類
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
が
一
挙
に
紹
介
さ
れ

た
。
多
く
の
来
場
者
は
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
な
ど

し
て
、
同
氏
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
耳
を
傾
け

理
解
を
深
め
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
岡
田
代
表

は
、
「
皆
さ
ま
に
新
製
品

を
ど
れ
だ
け
早
く
採
用
頂

け
る
か
が
、
皆
さ
ま
の
競

争
力
を
高
め
、
収
益
性
を

高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る

一
番
の
近
道
だ
と
思
う
。

Ｈ
ａ
ｒ
ｐ
ａ
ｚ
会
長
が
話

し
た
と
お
り
、
今
や
多
く

の
人
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
短
い
サ

イ
ク
ル
で
最
新
機
種
に
買

い
替
え
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
切
削
工
具
も
10
年

前
、
20
年
前
の
も
の
で
は

な
く
最
新
の
工
具
を
採
用

頂
く
こ
と
を
、
我
々
も
肝

に
銘
じ
て
、
し
っ
か
り
と

拡
販
、
営
業
活
動
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
、
Ｈ
ａ
ｒ
ｐ
ａ
ｚ
会
長

と
と
も
に
、
会
場
か
ら
拍

手
喝
采
を
浴
び
て
の
閉
幕

と
な
っ
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
（
グ
ロ

ー
バ
ル
本
社
�
東
京
都
江

東
区
潮
見
、
社
長
�
森
雅

彦
氏
）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
Ｓ
Ｋ
Ｆ
は
、
工
作
機
械

主
軸
用
の
超
精
密
軸
受
シ

ス
テ
ム
の
大
規
模
導
入
に

向
け
た
共
同
開
発
を
行

う
。こ

の
共
同
開
発
で
は
、

Ｓ
Ｋ
Ｆ
社
製
の
超
精
密
軸

受
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
の
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
向
け
に
技
術

開
発
・
検
証
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
工
作
機
械
用
ス
ピ
ン

ド
ル
の
信
頼
性
を
確
保
・

向
上
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の

性
能
の
限
界
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
Ｆ
社
は
、
高
速
ス

ピ
ン
ド
ル
の
荷
重
、
温

度
、
振
動
を
監
視
す
る
た

め
の
コ
ン
パ
ク
ト
で
堅
牢

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
『
Ｓ
Ｋ
Ｆ
Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
TM

超
精
密
軸
受
シ

ス
テ
ム
』
を
開
発
し
て
い

る
。
一
方
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精

機
は
潤
滑
制
御
を
改
善

し
、
軸
受
の
寿
命
と
信
頼

性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
高
精
度
加
工
を
容
易

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
の
改
善
に
よ

り
、
工
作
機
械
の
生
産
性

向
上
と
ワ
ー
ク
品
質
向
上

が
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に

今
後
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機

の
新
た
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ

シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

『
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｘ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

Ｘ
』
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｘ
を
推
進

し
ユ
ー
ザ
ー
の
生
産
性
向

上
に
貢
献
し
て
い
く
。

東
亜
機
工
（
桑
名
市
大

字
大
福
、
社
長
�
水
谷
彰

宏
氏
）は
11
月
15
日
、『
Ｔ

Ｏ
Ａ
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

シ
ョ
ー
』
を
柿
安
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
（
旧
桑
名
市
民

会
館
）
で
開
催
し
た
。
通

算
第
15
回
目
。

4
月
に
は
切
削
工
具
メ

ー
カ
ー
を
主
力
と
し
た
構

成
で
同
シ
ョ
ー
を
開
催
。

今
年
2
度
目
の
今
回
は
、

先
般
東
京
で
開
催
さ
れ
た

�
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2

4
�
の
ア
フ
タ
ー
展
示
会

と
位
置
付
け
て
の
開
催
と

な
っ
た
。

会
場
は
1
階
フ
ロ
ア
ー

を
使
用
し
、
従
来
の
2
倍

近
く
の
ス
ペ
ー
ス
に
19
社

が
出
展
、
同

社
の
扱
う
加

工
機
ブ
ー
ス

を
含
め
全
20

ブ
ー
ス
を
設

置
し
た
。
出

展
内
容
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
の
再
現
を

基
本
に
、
ユ
ー
ザ
ー
層
、

地
域
性
が
考
慮
さ
れ
た
製

品
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し

た
。Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
を
参
観

で
き
な
か
っ
た
来
場
者
に

は
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
新

た
な
提
案
を
行
い
、
ま
た

直
接
見
聞
き
し
た
来
場
者

に
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
だ
投
げ
掛
け
に
応
え
な

が
ら
、
出
展
者
、
東
亜
機

工
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
積
極

的
な
商
談
を
展
開
し
た
。

開
会
に
当
た
っ
て
あ
い

さ
つ
し
た
水
谷
社
長
は

「
人
手
不
足
を
背
景
に
自

動
化
が
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
加
工
提
案
の
中
で
生

産
性
向
上
を
実
現
す
べ

く
、
こ
の
展
示
会
が
サ
ポ

ー
ト
の
場
に
な
る
よ
う
努

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
展
示
紹
介
と
並

行
し
て
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
ほ

か
製
品
講
習
会
も
実
施
さ

れ
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機

は
こ
の
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
最

大
生
産
拠
点
、
伊
賀
事
業

所
（
三
重
県
伊
賀
市
）
が

2
0
2
4
年
度
の
『
デ
ミ

ン
グ
賞
』
を
受
賞
し
た
。

デ
ミ
ン
グ
賞
は
、
日
本

製
品
の
品
質
を
世
界
最
高

水
準
に
押
し
上
げ
た
故
ウ

イ
リ
ア
ム
エ
ド
ワ
ー
ズ
デ

ミ
ン
グ
博
士
の
業
績
を
記

念
し
て
創
設
さ
れ
た
Ｔ
Ｑ

Ｍ
（
総
合
的
品
質
管
理
）

に
関
す
る
世
界
最
高
ラ
ン

ク
の
賞
で
、
授
賞
式
は
11

月
13
日
に
東
京
・
大
手
町

の
経
団
連
会
館
で
行
わ
れ

た
。

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
で
は
、

1
9
9
9
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9

0
0
1
の
認
証
取
得
以

来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
統
一

さ
れ
た
品
質
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
製
品
プ
ロ

ブ
レ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
Ｐ
Ｐ

Ｒ
）
に
よ
り
不
具
合
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
早

期
解
決
、
工
場
・
新
機
種

開
発
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
社
員
に
よ
る
日
々
の

業
務
で
の
�
改
善
提
案
�

制
度
な
ど
、
独
自
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
3
0
年
に

あ
り
た
い
姿
を
実
現
す
る

た
め
の
礎
を
作
る
期
間
と

し
て
、
2
0
2
3
年
か
ら

3
ヵ
年
の
「
中
期
経
営
計

画
2
0
2
5
」
を
策
定
し

た
。
そ
の
中
核
と
し
て
、

Ｄ
Ｘ
を
用
い
て
、
工
程
集

約
・
自
動
化
を
促
進
し
、

Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
仕
組
み

を
Ｍ
Ｘ
と
位
置
づ
け
、
全

社
で
Ｔ
Ｑ
Ｍ
推
進
に
一
層

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
社
に
と
っ
て
デ
ミ
ン

グ
賞
へ
の
挑
戦
は
、
こ
れ

ま
で
の
品
質
管
理
と
改
善

活
動
の
成
果
を
示
し
、
こ

こ
を
通
過
点
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
Ｔ
Ｑ
Ｍ
を
展

開
す
る
機
会
と
考
え
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、

決
め
ら
れ
た
総
労
働
時
の

中
で
高
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
発
揮
し
、
全
社
を
挙
げ

て
Ｔ
Ｑ
Ｍ
を
推
進
し
、
品

質
を
徹
底
的
に
向
上
さ

せ
、
持
続
的
な
成
長
を
実

現
し
て
い
く
。

大
澤
科
学
技
術
振
興
財

団
は
、
2
0
2
4
年
度
の

研
究
開
発
助
成
先
を
決
定

し
た
。

研
究
開
発
助
成
は
、

「
フ
ラ
イ
ス
加
工
に
お
け

る
エ
ッ
ジ
品
質
予
知
に
関

す
る
研
究
�
エ
ッ
ジ
品
質

予
知
法
と
エ
ッ
ジ
品
質
検

査
シ
ー
ト
の
考
察
�
」

（
芝
浦
工
業
大
学
工
学
部

澤
武
一
教
授
）
は
じ
め
33

件
（
8
千
1
8
9
万
8
千

円
）
。
国
際
交
流
助
成

は
、
「
第
26
回
国
際
先
端

砥
粒
加
工
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｔ
2
0
2

4
）
」
（
神
奈
川
大
学
工

学
部
由
井
明
紀
教
授
）
は

じ
め
5
件
（
2
3
3
万
2

千
円
）
。
計
38
件
の
研
究

者
に
対
し
て
、
総
額
8
千

4
2
3
万
円
の
助
成
を

行
っ
た
。

同
財
団
は
、
1
9
9
1

（
平
成
3
）
年
7
月
に
設

立
さ
れ
、
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
支
え
る
科
学
技
術

の
振
興
に
寄
与
し
た
い
と

い
う
趣
旨
か
ら
、
国
内
の

大
学
・
研
究
所
等
、
非
営

利
の
研
究
機
関
に
所
属
す

る
研
究
者
に
助
成
を
行
っ

て
い
る
。

今
年
度
の
贈
呈
式
は
11

月
12
日
に
、
愛
知
県
豊
川

市
の
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
内
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

で
行
わ
れ
、
大
澤
伸
朗
理

事
長
（
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
社

長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
は
、
「
今

年
度
は
、
単
年
度
と
し
て

過
去
最
高
額
の
総
額
8
千

4
2
3
万
円
の
助
成
を
行

い
、
設
立
以
来
の
助
成
額

も
総
額
で
約
11
億
5
千
8

0
0
万
円
と
な
っ
た
。
今

後
も
、
財
団
創
立
の
使
命

を
受
け
継
ぎ
、
産
業
界
に

貢
献
す
べ
く
、
基
礎
研
究

の
発
展
に
引
き
続
き
寄

与
、
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
2
つ
の
話
題
を
、
次

の
よ
う
に
言
及
し
た
。

ま
ず
は
、
当
日
の
前
々

日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
2
0
2
4
に

つ
い
て
、
「
会
場
に
は
累

計
16
万
人
が
訪
れ
る
盛
況

と
な
っ
た
が
、
中
で
も
、

工
作
機
械
ブ
ー
ス
に
お
け

る
、
自
動
化
・
省
人
化
・

Ｄ
Ｘ
と
い
っ
た
効
果
を
実

際
に
見
る
に
つ
け
、
五
感

に
訴
え
る
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
痛
感
し
た
」
と
強

調
。ま

た
、
中
国
経
済
の
動

向
に
つ
い
て
、
「
内
需
の

成
長
鈍
化
に
よ
る
供
給
過

剰
が
デ
フ
レ
圧
力
と
な

り
、
日
本
の
自
動
車
業
界

も
こ
の
嵐
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
対
応
に

は
、
単
純
な
価
格
競
争
な

ど
で
は
な
く
、
基
本
と
な

る
基
礎
技
術
の
開
発
に
注

力
し
、
画
期
的
な
製
品
・

技
術
開
発
を
地
道
に
貫
い

て
い
く
こ
と
だ
と
確
信
し

て
い
る
」
と
ふ
れ
た
。

次
に
、
選
考
委
員
会
の

帯
川
利
之
委
員
長
（
理

事
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
が
選
考
理
由
の
説
明

に
加
え
、
「
研
究
開
発
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
と
も

に
、
粘
り
強
く
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
。
新
し
い
発

想
に
よ
る
技
術
革
新
を
」

と
受
賞
者
を
喚
起
。
さ
ら

に
、
浅
野
勝
人
顧
問
（
元

内
閣
官
房
副
長
官
）
は
、

「
研
磨
な
ど
金
属
加
工
技

術
は
産
業
基
盤
を
支
え
、

技
術
は
際
限
な
く
求
め
ら

れ
る
。
自
身
の
研
究
開
発

に
注
力
し
、
新
風
を
起
こ

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

エ
ー
ル
を
お
く
っ
た
。

こ
の
後
、
大
澤
理
事
長

か
ら
各
受
賞
者
へ
の
助
成

決
定
書
交
付
に
続
き
、
2

0
2
1
年
度
重
点
研
究
開

発
助
成
の
『
手
斧
の
微
結

晶
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
膜
の
切

削
工
具
へ
の

応
用
』
（
九

州
大
学
大
学

院
吉
武
剛
博

士〔
工
学
〕、

教
授
）
な
ど

2
件
の
成
果

発
表
が
行
わ

れ
た
。

「
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」が

フ
ェ
ア
併
催

ま
た
、
今
回
は
自
動
制

御
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー

Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
本
社
�
東
京

都
）
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

シ
ョ
ー
を
併
催
。
先
を
見

据
え
た
�
チ
カ
ラ
�
の
使

い
方
〜
省
人
化
・
省
力
化

・
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
へ
導

く
〜
を
テ
ー
マ
に
、
新
製

品
を
中
心
に
主
力
製
品
群

を
紹
介
し
た
。

そ
の
製
品
群
の
中
で

「
エ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
」
は
、
エ
ア
消
費

量
を
大
幅
（
最
大
62
％
）

に
削
減
す
る
こ
と
で
、
設

備
待
機
（
生
産
停
止
時
）

の
状
態
を
監
視
し
、
自
動

で
低
圧
化
を

図
る
な
ど
、

不
要
な
エ
ア

消
費
を
削
減

す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
実
現
す

る
優
良
製
品

で
、
来
場
者

の
関
心
を
高

め
て
い
た
。

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ツ
ー
ル
に

日
新
ダ
イ
ヤ
社
名
変
更

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
（
愛
知

県
豊
川
市
本
野
ケ
原
、
社

長
�
大
沢
伸
朗
氏
）
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
日
新

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
滋
賀
県

高
島
市
、
社
長
�
神
谷
伸

顕
氏
）
は
12
月
1
日
付

で
、
社
名
を
「
オ
ー
エ
ス

ジ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ツ
ー

ル
株
式
会
社
」
に
変
更
し

た
。今

回
の
社
名
変
更
は
、

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
が
オ
ラ
ン

ダ
に
本
社
を
置
く
Ｐ
ｒ
ｅ

ｃ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｔ
ｏ
ｏ

ｌ
ｓ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

ｓ
傘
下
の
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
社
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、

さ
ら
に
日
新
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
が
神
奈
川
県
の
マ
イ
ク

ロ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の

事
業
を
継
承
し
た
こ
と
に

伴
う
も
の
で
、
微
細
・
超

精
密
加
工
用
の
単
結
晶
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
製
造

販
売
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
し
て
対
応
で
き
る
体
制

が
整
っ
た
と
し
、
微
細
精

密
加
工
分
野
で
の
飛
躍
を

目
指
す
。

１
月
１
日
価
格
改
定

全
製
品
11
％
ア
ッ
プ

ま
た
同
社
は
、
来
年
1

月
1
日
受
注
分
よ
り
製
品

価
格
の
改
定
を
実
施
す

る
。
対
象
製
品
は
全
製
品

で
、
改
定
率
は
11
％
ア
ッ

プ
。
原
材
料
の
高
騰
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
、
人
件

費
等
へ
の
上
昇
な
ど
に
対

す
る
、
単
独
努
力
で
の
解

決
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
の
が
要
因
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
も
一
層
の

製
品
の
安
定
供
給
と
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
注

力
す
る
と
し
て
い
る
。

最先端工具「LOGIQUICK」シリーズ
新製品発表会に全国から1000名

イスカルジャパン

1000名を収容して開催された新製品説明会

大澤科学技術
振 興 財 団

基
礎
研
究
の
発
展
を
支
援

2
0
2
4
年
度

過
去
最
高
額
を
助
成

ＤＭＧ森精機

Ｓ
Ｋ
Ｆ
と
共
同
開
発

超
精
密
軸
受
シ
ス
テ
ム
で

贈呈式（左）は大澤伸朗理事長

伊
賀
事
業
所
が
受
賞

2
0
2
4
年
度
『
デ
ミ
ン
グ
賞
』

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
を
フ
ォ
ロ
ー

東亜機工

顧
客
に
最
新
技
術・製
品
提
案

TOAジャンプアップショー

新製品中心にアピールする会場

水谷彰宏社長
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2024年（令和６年）12月号 （4）第583号

（
一
社
）
中
部
日
本
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
工
業
協

会
（
会
長
�
児
玉
康
彦

氏
、
三
扇
化
学
）
の
第
61

回
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
式
が
、
11
月
2
日
名

古
屋
東
急
ホ
テ
ル
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
20
年

勤
続
（
連
合
会
会
長
賞
）

21
名
、
15
年
勤
続(

愛
知

県
知
事
賞
）
31
名
、
10
年

勤
続
（
市
長
賞
及
び
連
合

会
会
長
賞
）
33
名
、
5
年

勤
続
（
協
会
会
長
賞
）
59

名
の
合
計
1
4
4
名
が
表

彰
を
受
け

た
。冒

頭
あ
い

さ
つ
に
立
っ

た
児
玉
会
長

は
「
勤
続
年

数
は
違
え

ど
、
長
い
間

会
社
に
貢
献

し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に

大
変
感
謝
し

て
い
る
。
本
日
を
節
目

に
、
ス
キ
ル
を
評
価
す
る

と
共
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
さ
ら
に
充
実
す

る
た
め
に
健
康
に
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
関
係
諸
官
庁
、

関
連
団
体
か
ら
の
来
賓
紹

介
が
行
わ
れ
、
各
表
彰
状

の
授
与
に
移
っ
た
。
来
賓

祝
辞
で
は
、
愛
知
県
経
済

産
業
局
産
業
部
産
業
振
興

課
木
津
克
之
課
長
よ
り

「
職
務
に
精
励
し
弛
ま
ぬ

努
力
に
よ
る
功
績
に
敬
意

を
表
し
、
お
喜
び
を
申
し

上
げ
た
い
。
ま
た
、
組
織

の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご
健

勝
を
願
う
」
。
名
古
屋
市

経
済
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
次
世
代
産
業
振
興

課
加
藤
雅
章
担
当
課
長
よ

り
「
こ
の
受
賞
を
契
機
に

研
鑽
を
積
み
重
ね
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
の
み
な
ら
ず
、

名
古
屋
市
経
済
の
け
ん
引

役
と
し
て
、
一
層
活
躍
さ

れ
る
の
を
期
待
す
る
」
な

ど
、
お
祝
い
の
言
葉
が
お

く
ら
れ
た
。

次
い
で
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
オ
プ
コ
佐
藤
徳
仁

氏
が
「
本
日
の
受
賞
を
契

機
に
、
決
意
を
新
た
に
職

務
に
精
励
し
、
会
社
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
業
界
を
通
じ

て
、
社
会
に
些
か
な
貢
献

を
し
て
行
き
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。
以
上
で
表

彰
式
を
終
え
、
別
室
に
お

い
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
た
。

愛
知
県
機
械
工
具
商
業

協
同
組
合
（
理
事
長
�
水

谷
隆
彦
氏
、
ミ
ズ
タ
ニ
機

販
）
の
今
年
最
後
と
な
る

12
月
度
理
事
会
は
3
日
、

東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

『
メ
カ
ト
ロ
テ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
2
0
2
5
（
以

下
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
2
0
2

5
）
』
の
件
で
は
、
11
月

1
日
に
開
始
さ
れ
た
出
展

受
付
は
思
っ
た
以
上
に
好

調
に
推
移
し
、
例
年
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
11
月
14
日

に
満
小
間
に
達
し
、
申
込

受
付
を
終
了
し
た
。
10
月

に
始
動
し
た
同
展
示
会
実

行
委
員
会
は
、
22
日
以
来

出
展
者
の
勧
誘
に
動
い
て

い
た
が
、
今
後
は
会
期
中

（
2
0
2
5
年
10
月
22
日

〜
25
日
）
の
動
員
へ
、
新

た
な
方
法
等
を
検
討
し
て

行
く
。

こ
の
ほ
か
今
後
の
事
業

活
動
へ
の
取
り
組
み
、
各

報
告
事
項
が
承
認
さ
れ

た
。福

利
厚
生
部
事
業
に
つ

い
て
は
、
明
後
日
に
控
え

た
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

レ
イ
ク
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
お
い
て
、
40
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
。

一
方
親
善
野
球
大
会
は
、

10
月
以
降
の
実
施
で
、
Ａ

・
Ｂ
両
ゾ
ー
ン
決
勝
戦
進

出
チ
ー
ム
が
決
ま
っ
た
。

Ａ
ゾ
ー
ン
は
井
高
×
新
栄

商
会
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
は
岡
谷

鋼
機
×
東
陽
Ｂ
の
カ
ー
ド

で
、
来
年
3
月
15
日（
土
）

に
実
施
の
予
定
。

第
2
回
セ
ー
ル
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
は
、
12

月
5
日
（
木
）
〜
7
日

（
土
）
の
日
程
で
、
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
中
部
に
お

い
て
実
施
す
る
。

令
和
7
年
度
新
入
社
員

研
修
日
程
に
つ
い
て
は
、

4
月
15
日
（
火
）
・
16
日

（
水
）
の
2
日
間
、
金
山

の
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
す
る
。
研

修
要
項
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
年
明
け
に
決
定
し
募

集
す
る
。
講
師
は
、
名
南

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
。青

年
部
か
ら
は
、
11
月

20
日
に
行
っ
た
講
演
会

（
テ
ー
マ
�
九
星
気
学
運

気
ア
ッ
プ
）
の
報
告
及
び

年
度
内
の
第
事
業
と
し

て
、
従
業
員
・
家
族
対
象

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
他
産

業
視
察
等
の
予
定
が
発
表

さ
れ
た
。

2
0
2
5
年
組
合
賀
詞

交
歓
会
に
つ
い
て
は
、
1

月
28
日
（
火
）
午
後
6
時

か
ら
8
時
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
コ
ー
ト
名
古
屋
を
会
場

に
開
催
が
決
ま
っ
た
。
担

当
支
部
は
東
支
部
（
支
部

長
�
安
藤
義
和
氏
、
安

藤
）
。

そ
の
他
の
報
告
事
項
。

【
部
会
報
告
】
10
月
22

日
に
事
業
部
会
開
催
。
11

月
18
日
福
利
厚
生
部
会
開

催
。【

組
合
員
・
賛
助
会
員

数
の
状
況
】
組
合
員
2
1

8
社
、
賛
助
会
員
1
1
0

社
（
12
月
1
日
現
在
）
。

な
お
、
各
支
部
の
忘
年

会
開
催
日
が
発
表
さ
れ

た
。次

回
の
理
事
会
は
、
2

月
6
日
午
後
4
時
30
分
よ

り
、
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦

で
開
催
。

中
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金

型
協
同
組
合
（
理
事
長
�

田
中
幸
好
氏
、
田
中
金
型

製
作
所
）
は
、
第
32
回
永

年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

式
を
11
月
6
日
、
名
古
屋

市
中
区
の
ラ
グ
ナ
ス
イ
ー

ト
名
古
屋

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｑ
栄

西
お
い
て
開
催
し
、
愛
知

県
知
事
表
彰
（
勤
続
20
年

以
上
）
16
名
、
理
事
長
表

彰
（
勤
続
20
年
以
上
8

名
、
同
15
年
以
上
27
名
、

同
10
年
以
上
18
名
）
53
名

の
合
計
69
名
が
表
彰
さ
れ

た
。表

彰
式
で
挨
拶
に
立
っ

た
田
中
理
事
長
は
、
「
同

一
事
業
所
に
長
年
勤
務
し

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
高
い
貢
献
度
に
値
す

る
。
企
業
に
と
っ
て
は
最

高
の
宝
物
で

あ
る
。
私
た

ち
経
営
陣
か

ら
皆
さ
ん
に

改
め
て
�
ｗ

ｅ

ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｄ

ｏ
ｆ

ｙ
ｏ
ｕ
（
私
た
ち
は
あ
な

た
の
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
い
る
）
�
と
い
う
言
葉

を
お
く
り
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

各
代
表
者
が
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
あ
と
は
来
賓
か

ら
祝
辞
が
あ
り
、
愛
知
県

経
済
産
業
局
木
津
克
之
氏

か
ら
、
企
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を

表
し
お
祝
い
の
言
葉
と
し

て
「
も
の
づ
く
り
愛
知
を

引
き
続
き
牽
引
す
る
人
材

の
育
成
を
願
っ
て
い
る
」

名
古
屋
市
工
業
研
究
所
山

岡
充
昌
所
長
か
ら
「
一
人

ひ
と
り
の
努
力
の
賜
物
が

今
日
の
表
彰
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
。
今
後
の
脱
炭

素
社
会
へ
の
対
応
に
は
是

非
皆
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
社
業

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
、
お
祝
い
の
言

葉
が
お
く
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
受
賞
者

代
表
の
添
谷
健
太
氏
（
三

洋
製
作
所
）
は
答
辞
で
、

組
合
関
係
者
・
来
賓
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
「
企
業

の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
金

型
産
業
の
発
展
に
技
術
を

錬
磨
し
、
引
き
続
き
鋭
意

努
力
を
重
ね
て
行
き
た

い
」
と
所
信
を
明
ら
か
に

し
た
。

以
上
で
表
彰
を
終
了

し
、
第
2
部
で
は
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

中部プラ製品協愛知機工組合中部プラ金型協組

健
康
に
留
意
し
邁
進
を

皆
さ
ん
を
〝誇
り
〞に
思
う

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
2
0
2
5
満
小
間
に

永
年
勤
続
者

69
名
を
表
彰
し
祝
福

来
場
者
増
め
ざ
し
取
り
組
み
検
討

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

表彰状の授与受賞者代表による答辞

壇上はあいさつする児玉康彦会長

公
益
財
団
法
人
三
豊
科

学
技
術
振
興
協
会
（
理
事

長
�
水
谷
隆
氏
、
ミ
ツ
ト

ヨ
）
は
、
計
測
・
加
工
・

制
御
に
関
す
る
研
究
を
対

象
と
し
た
2
0
2
4
年
度

の
研
究
助
成
、
国
際
交
流

「
渡
航
」
助
成
（
第
1
期

・
2
期
）
で
助
成
す
る
21

人
の
研
究
者
を
、
そ
し
て

国
際
交
流
「
会
議
」
助
成

で
助
成
す
る
2
団
体
を
そ

れ
ぞ
れ
決
め
、
10
月
19
日

に
研
究
助
成
の
10
人
に
つ

い
て
、
川
崎
市
の
ミ
ツ
ト

ヨ
本
社
に
お
い
て
交
付
式

を
行
っ
た
。

今
回
の
助
成
総
額
は
、

2
千
3
7
3
万
円
。
同
財

団
は
精
密
測
定
機
メ
ー
カ

ー
の
ミ
ツ
ト
ヨ
と
元
代
表

理
事
（
故
）
沼
田
智
秀
氏

を
は
じ
め
と
す
る
5
人
の

出
捐
（
し
ゅ
つ
え
ん
）
に

よ
り
1
9
9
9
年
に
設

立
。
こ
れ
ま
で
の
26
年
間

に
計
5
5
5
件
6
億
5
千

7
4
1
万
円
を
助
成
し
て

き
た
。

本
年
の
研
究
助
成
対
象

者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通

り
。
（
敬
称
略
）

▽
鍜
島
麻
理
子
（
産
総

研
）
「
マ
イ
ク
ロ
3
Ｄ
形

状
測
定
用
光
測
定
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」
▽
佐
藤
理

（
同
）
「
光
学
式
三
次
元

機
上
形
状
計
測
精
度
評
価

用
基
準
器
と
そ
の
校
正
方

法
の
開
発
」
▽
武
井
良
憲

（
同
）
「
超
精
密
計
測
と

超
精
密
加
工
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
ゼ
ロ
熱
膨
張
か

つ
超
精
密
な
基
準
円
筒
の

開
発
」
▽
田
尻
武
義
（
電

通
大
）
「
可
視
光
帯
小
型

光
計
測
シ
ス
テ
ム
に
向
け

た
光
Ｉ
Ｃ
用
光
源
の
開

発
」
▽
夏
原
大
悟
（
名
古

屋
大
）
「
高
感
度
ラ
マ
ン

分
光
計
測
の
た
め
の
メ
ソ

ポ
ー
ラ
ス
金
被
膜
Ａ
Ｆ
Ｍ

プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
」
▽
長

谷
川
靖
洋
（
埼
玉
大
）「
熱

リ
ー
ク
量
制
御
を
使
っ
た

Ｔ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
法
に
よ
る
熱
電

材
料
物
性
値
の
精
密
測

定
」
▽
秦
誠
一
（
名
古
屋

大
）
「
薄
膜
内
部
応
力
ポ

ス
ト
プ
ロ
セ
ス
測
定
デ
バ

イ
ス
の
高
精
度
化
と
そ
の

実
証
」
▽
廣
谷
潤
（
京
都

大
）
「
周
波
数
領
域
サ
ー

モ
リ
フ
レ
ク
タ
ン
ス
に
よ

る
3
次
元
ナ

ノ
ス
ケ
ー
ル

熱
伝
導
率
計

測
技
術
の
開

発
」
▽
藤
原

貴
典
（
岡
山

大
）
「
小
振

幅
オ
シ
レ
ー

シ
ョ
ン
加
工

に
よ
る
小
径

砥
石
を
用
い

る
高
精
度
・

高
品
質
2
�

5
次
元
輪
郭

研
削
加
工
法
の
研
究
」
▽

細
川
晃(

小
松
大)

「
接
触

型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ブ
ラ
シ

ノ
ズ
ル
に
よ
る
効
率
的
湿

式
研
削
法
」
の
10
件
、
総

額
2
千
万
円
。

国
際
交
流
助
成
は
、

「
渡
航
」助
成（
第
1
期
6

件
、
第
2
期
5
件
）及
び
、

「
会
議
」助
成（
2
件
）、総

額
3
7
3
万
円
を
助
成
対

象
に
選
出
さ
れ
た
。

三豊科技研振興協

研
究
、交
流
助
成
を
決
定

計
測・加
工・制
御・等
対
象
に

第32回永年勤続優良従業員表彰式

ま
た
、
同
日
表
彰
式
前

に
青
年
部
会
（
代
表
幹
事

�
小
山
洋
一
氏
、
田
中
金

型
製
作
所
）
の
第
40
回
定

期
総
会
が
行
わ
れ
た
。

事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
事
業
計
画
、
収
支
予

算
案
、
役
員
改
選
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。
今
事
業
年
度

は
、
総
会
以
降
、
金
型
技

術
講
演
会
、
新
年
記
念
講

演
会
・
新
年
会
、
モ
デ
ル

企
業
見
学
会
、
金
型
関
連

講
演
会
等
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

役
員
は
次
の
通
り
。

▽
代
表
幹
事
�
小
山
洋

一(

田
中
金
型
製
作
所)

▽

副
代
表
幹
事
〈
会
計
兼

任
〉
�
保
々
敦
志
（
名
古

屋
多
田
精
機
）
▽
幹
事
�

藤
本
行
正
（
三
洋
製
作

所
）
、
朝
岡
正
（
朝
日
精

密
工
業
）
、
市
原
登
志
徳

（
名
一
工
業
）
▽
監
事
�

小
林
長
司
（
ユ
タ
カ
金
型

製
作
所
）
。
（
敬
称
略
）

な
お
、
総
会
の
冒
頭
小

山
代
表
幹
事
は
「
自
動
車

業
界
の
不
祥
事
等
の
影
響

が
金
型
業
界
に
も
直
撃
し

て
い
る
状
況
。
2
0
2
5

年
は
今
年
以
上
に
山
谷
が

激
し
く
谷
の
時
期
が
長
引

く
と
思
わ
れ
る
。
金
型
へ

の
価
格
転
嫁
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
か
ず
、
需
要
が
減
少

し
て
い
る
の
と
で
非
常
に

厳
し
い
。
青
年
部
会
の
活

動
に
お
い
て
は
、
上
部
団

体
と
の
共
同
事
業
を
中
心

に
展
開
し
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

役
員
改
選
等
原
案
通
り
承
認

青
年
部
会
が
定
期
総
会
開
催

2024年最終となった12月度理事会

優
勝
は
鈴
置
氏

愛
機
工
親
睦
ゴ
ル
フ

40
名
が
参
加
し
競
う

愛
知
県
機
械
工
具
商
業

協
同
組
合
（
理
事
長
�
水

谷
隆
彦
氏
、
ミ
ズ
タ
ニ
機

販
）
の
第
50
回
親
睦
ゴ
ル

フ
は
12
月
5
日
、
レ
イ
ク

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
岐
阜
可
児
郡
県
）
に
お

い
て
、
組
合
員
・
賛
助
会

員
40
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
大
豊
商
会
の
鈴
置
一

仁
氏
が
優
勝
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
は
、
福

利
厚
生
部
の
進
行
で
成
績

発
表
が
行
わ
れ
、
入
賞
者

に
そ
れ
ぞ
れ
商
品
が
贈
ら

れ
た
。
最
後
に
髙
田
研
至

（
井
高
）
副
理
事
長
か

ら
、
当
日
の
プ
レ
ー
へ
の

労
い
、
組
合
活
動
取
り
組

み
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
共

に
、
来
年
の
メ
カ
ト
ロ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
協

力
要
請
が
あ
り
、
終
了
し

た
。上

位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
。
（
敬
称
略
）

▽
優
勝
�
鈴
置
一
仁

（
大
豊
商
会
）
Ｎ
71
・
6

Ｈ
14
・
4
▽
2
位
�
溝
手

儀
孝
（
ジ
ー
ネ
ッ
ト
）
Ｎ

72
・
4
Ｈ
21
・
6
▽
3
位

�
足
立
達
哉
（
ハ
タ
ヤ
リ

ミ
テ
ッ
ド
）
Ｎ
72
・
8
Ｈ

7
・
2
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

世
古
雅
人
（
三
葉
利
工

具
）
77
。

愛機工野球大会試合結果
【Ａゾーン】
10月19日（土）一宮総合運動場
新栄商会 00014＝5
東 陽 Ａ 01000＝1
11月24日（日）草井球場
ダイドー 101010＝3
井 高 10006Ｘ＝7
【Ｂゾーン】
10月19日（土）一宮総合運動場
Cominix 002020＝4
東 陽 Ｂ 51000Ｘ＝6
12月1日（日）草井球場
岡谷鋼機 0001003＝4
日 伝 0010001＝2

ま
た
、
愛
知
県
機
械
工

具
商
業
協
同
組
合
主
催
の

第
83
回
親
善
野
球
大
会

（
実
行
委
員
長
�
矢
野
茂

雄
氏
、
滝
川
物
産
）
の
準

決
勝
は
、
Ａ
ゾ
ー
ン
は
10

月
19
日
に
新
栄
商
会
が
東

陽
Ａ
に
勝
利
し
、
ま
た
、

11
月
24
日
に
井
高
が
ダ
イ

ド
ー
に
勝
利
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
Ａ
ゾ
ー
ン
の
決

勝
戦
は
新
栄
商
会
×
井
高

と
な
っ
た
。

一
方
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
は
10

月
19
日
に
東
陽
Ｂ
が
Ｃ
ｏ

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｘ
に
勝
利
し
、

12
月
1
日
に
岡
谷
鋼
機
が

日
伝
に
勝
利
し
た
。
Ｂ
ゾ

ー
ン
の
決
勝
戦
は
、
岡
谷

鋼
機
×
東
陽
Ｂ
の
対
戦
。

な
お
、
Ａ
・
Ｂ
両
ゾ
ー

ン
の
決
勝
戦
は
、
2
0
2

5
年
3
月
15
日
（
土
）
に

実
施
す
る
予
定
。

愛
知
機
工
組
合

親
善
野
球
大
会

�右
二
位
の
溝
手
氏
と

�左
は
三
位
の
足
立
氏

決
勝
戦
は
来
春
3
月

ミツトヨ本社で行われた交付式
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